2017年5月18日
研究・イノベーション学会会員各位
研究・イノベーション学会 九州・中国支部
第16回研究会開催案内
拝　啓
　時下益々ご清祥のことと、お慶び申し上げます。
　このたび、下記の要領にて、研究・イノベーション学会九州・中国支部第16回研究会を開催します。
　参加ご希望の方は、別紙の参加登録証に必要事項をご記入の上、お申し込みください。
敬　具
記
【日　時】2017年7月23日（日）14：00～16：45
【場　所】九州大学箱崎キャンパス経済学部棟６階会議室
【テーマ】グローバルにつながる｢公設試、技術センターと中小企業のイノベーションを結びつける｣
日本経済の今後の発展には地方創生が重要な役割を担っている。なかでも地域経済の牽引役となる中核企業の創出や成長支援における新分野・新事業等に挑戦するためには、国内外の地域に止まらず、全国レベルの外部リソース（大学、協力企業、金融機関等）とのネットワーク構築による「イノベーション創出と国際マーケテイング」の支援が重要課題となっている。
今回の研究会では、日本企業が世界での存在感を高めるために必要となる戦略とそれに対する政策支援のあり方を中心に、「世界から求められる日本企業の可能性」、「インダストリー4.0やIoTをどのように活かすのか」など、どの企業規模でも課題とされる技術的プラットフォームの戦略と支援について考える。

さらに、地域の企業にとっては、外部の経営環境の課題は、ますます多様化、高度化している。地元企業を支援する金融機関や公設試にも、今日の国際化にともない、従来型の国内的な支援に加え、一層、大胆なかつ国際的なニーズをふまえた、きめ細かな支援が期待され、新たな横断的支援モデルが求められている。

ここであらたなモデルが機能するには、案件ごとに地域の大学および公的研究機関などの研究シーズ等を、グローバルに事業展開できるまでに発展させるビジネスプロデュースの機能とその強化が求められる。専門分野でニッチでも国際的にはベストセラーである製品をもつグローバル・ニッチトップ(GNT)企業や、欧州では「隠れたチャンピオン」とよばれるヒドゥン・チャンピオン(Hidden Champion: HC)のような持続的安定トップ企業にまで、いかに育ててゆくのか。企業・大学・研究機関による横断的な戦略的産官学連携が国際的サプライチェーンとなって求められる。
また、専門的でニッチな分野でも、顧客のニーズを特定し、世界的にトップの実現をめざすイノベーション創出と、研究・開発から販売・支援まで横断的な戦略的連鎖プロセスも必要である。この事例として、ドイツにおける多くの企業は、フラウンホーファーのような国際的なレベルで支援を得意とする研究機関や大学とつねに密に関係している。
日本においては、｢仙台堀切川モデル｣と呼ばれる共同研究モデルが多くの実績を積み上げている。これは明確なニーズがあるものの、最後の数％を解決できないがために、製品化・実用化までに至っていない案件について、企業からの相談を受け、共同研究し、スピーディーに新製品を開発、商業化するプロセスに特色があり、成功率を高める効果がある。
さらに、自社の技術力を大学の知識と結合して新分野を開拓するモデルの検討も必要である。そこで、立命館アジア太平洋大学がGNT企業の戦略研究にて著書でとりあげた（株）中島田鉄工所を事例に、新分野開拓に成功した｢宇宙ゴミを出さないようにする装置｣の開発と、その実証実験が「こうのとり」で実施された超小型衛星「フリーダム」の事例を紹介する。
今回の研究会においては、関係機関の包括性と多様なモデルの講演にもとづき議論を深めたい。
【プログラム】
14:00-14:10　藤本　武士　問題提起｢公設試、技術センターは中小企業のイノベーションを救えるか｣
14:10-14:30　永田　晃也　氏　九州大学経済学研究院教授、
　　　　　　　　　　　　　　科学技術イノベーション政策教育研究センター長
「公設試験研究機関における組織マネジメントの課題」

14:30-15:00　林　聖子　氏　亜細亜大学教授
｢堀切川モデル｣を全国展開するにはどのような課題があり、また、その仕組みはどのようなものか」
15:00-15:30　中島田　正宏　氏　株式会社中島田鉄工所代表取締役社長
「こうのとり」に搭載された東北大との共同開発の超小型衛星フリーダムについて
15:30-16:00　岩本　晃一　氏　経済産業研究所上席研究員
　　　　　　　　井上　雄介　氏　経済産業研究所リサーチ・アシスタント
　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学大学院博士課程二年
「IoTや4.0さらにはソサイエティ5.0に向け、産官学連携で何が比較検討事項か−中小企業向け円滑なIoT導入について−」
16:00-16:10　休憩
16:10-16:45　討論会

17:30
研究会終了後、会場を変えまして、自主参加で懇親会を予定しております

司　 会：　藤本　武士（APU立命館アジア太平洋大学国際経営学部教授）

会 　場：　九州大学箱崎キャンパス経済学部棟６階会議室


http://www.econ.kyushu-u.ac.jp/jimu/inquiry.php
研究・イノベーション学会九州・中国支部長：永田晃也（九州大学）

幹　事：　谷川徹・小林俊哉（九州大学）、木村友久・春山繁之（山口大学）、
牧田正裕・藤本武士（APU立命館アジア太平洋大学）

参　与：  難波正憲・福谷正信（APU立命館アジア太平洋大学）、大津留榮佐久（一般社団法人OSTi代表理事、九州大学ビジネススクール客員教授）

共　催：　APU次世代事業構想センター（APU-NEXT）、NPO法人グローバル・ビジネス・ネットワーク

別紙
研究・イノベーション学会 九州・中国支部
第16回　研究会　参加登録証
参加される項目に○を付けてください。

　　研究会　

　　懇親会　
ご氏名　
ご所属・お役職　　
連絡先（Ｅ-mail）　
参加証送信先：APU立命館アジア太平洋大学藤本武士宛（tfujimot@apu.ac.jp）
申し込み締め切り：2017年7月16日(日)
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